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お客さま
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もれなくご請求いただくために

お支払い内容の明細をご確認ください
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こと
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　（外貨建保険用）

4 保険金・給付金の
お支払い

●ご提出いただいた書類の内容をすみやかに確認し、ご契約の内容にしたがってお支払いいた
します。保険金・給付金はご指定いただいた口座へ送金いたします。
●ご提出いただいた書類に不備があった場合は、通知・書類を郵送もしくは当社の担当者より
ご連絡いたします。

書類の内容を確認し、お支払いします

●書類の内容を拝見した結果、治療の内容・経過、障がいの状態や事故の状況などについて、
医療機関などに確認を行う場合があります。この場合は、当社が委託した確認会社の担当
者がおうかがいします。また、確認が必要になった際は、お支払いまでにお時間をいただく
ことがありますので、あらかじめご了承ください。

お支払いにあたって
確認を行う場合があります

●お支払いの対象となった保険金・給付金の明細を郵送
いたしますので、ご確認ください。明細には、お支払いの
対象となった保険金・給付金の種類やお支払金額、お支
払日などを記載しています。
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所定の等級の身体障害者手帳の交付を受けられた場合2

器質性認知症や軽度認知障がいになられた場合4

要介護認定を受けられたまたは所定の要介護状態に
なられた場合3

所定の臓器について、開心術、摘出・移植を
受けられた場合7

●身体障害者福祉法にお
ける１級、２級または３
級の身体障害者手帳の
交付を受けた

●総合障害保障特約０２０
●総合障害保障特約０１６（外貨建）
●保険料払込免除特約０１６
●保険料払込免除特約０１６（外貨建保険用）

●公的介護保険の要介護
認定を受けた
●常時寝たきり状態また
は器質性認知症により
他人の介護を要する状
態になった

要介護１以上
●段階給付型介護保障特約０１６（Ⅰ型）

要介護2以上
●総合障害保障特約０２０
●総合障害保障特約０１６（外貨建）
●介護サポート年金特約０１７
●保険料払込免除特約０１６
●保険料払込免除特約０１６（外貨建保険用）
●保険料払込免除特約０１７（介護保障型）

●見当識障がいのある器質
性認知症と診断された

●特定認知症保障特約０２５

●軽度認知障がい
●器質性認知症
と診断された

●認知症早期発見・治療支援特約０２５

不慮の事故により所定の障がい状態になられた場合5

●片眼を失明した
●片腕が一切動かなく
　なった
●手足を切断した
などの障がい状態になった

●傷害特約０１６
●総合障害保障特約０２０
●総合障害保障特約０１６（外貨建）
※不慮の事故により所定の障がい状態になられた場合、保険料のお払込み
が免除になる可能性があります。

不慮の事故による所定の損傷で治療を受けられた場合6
●骨折
●関節脱臼
●腱の断裂
●靭帯の断裂
で治療を受けた

●特定損傷特約０１６

●以下の臓器のいずれか
について、開心術、摘出・
移植を行った
　心臓・肺・脾臓・肝臓・腎
臓および副腎・小腸・大
腸・胃・胆嚢・膀胱・膵臓

●特定臓器治療特約０１６

がんの治療のために抗がん剤または
疼痛緩和薬の投与・処方を受けられた場合8

●がんにより公的医療保険
制度の対象となる所定の
抗がん剤治療を受けた
●がんによる疼痛の緩和の
ため、公的医療保険制度
の対象となる所定のオピ
オイド鎮痛薬による疼痛
緩和療養を受けた 

●引受基準緩和型がん三大治療特約021
●総合医療サポート特約023【がん治療保障充実型】
●がん医療サポート特約023
●女性疾病医療サポート特約023
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所定の高度障がい状態になられた場合12
●両眼を失明した
●言語機能を永久に失った
●両腕を切断した
●下半身が完全に麻痺した
などの障がい状態になった

●高度障がい保険金のお支払いや保険料のお払込みが
　免除になる可能性があります。

先進医療による療養を受けられた場合10
●厚生労働大臣が定める
先進医療による療養を
受けた

●先進医療サポート特約０１６

余命が６か月以内であると判断された場合11
●余命６か月以内と判断
された

●リビング・ニーズ特約

死亡保険金を
ご請求いただく場合

入院や手術をされていた場合13

以下に該当する場合、死亡保険金以外もお支払いできる可能性があります。
また、死亡給付金の金額、死亡年金の支払期間が変わることがあります。

お亡くなりになる前に
●入院や手術をしていた

●入院・手術を保障する特約から給付金を
　お支払いできる可能性があります。

所定の病気になられていた場合14

お亡くなりになる前に
●がん（上皮内がんを除く）
●急性心筋梗塞
●脳卒中
になっていた

お亡くなりになる前に
●身体障害者福祉法におけ
る１級、２級または３級の
身体障害者手帳の交付を
受けていた

●保険料払込免除特約０１６
●保険料払込免除特約０１６（外貨建保険用）

●保険料払込免除特約０１６　
●保険料払込免除特約０１６（外貨建保険用）

所定の等級の身体障害者手帳の交付を
受けられていた場合15

在宅での計画的な医師等の訪問治療を受けられた場合9
●日本国内の自宅等で、在
宅患者診療・指導料の
算定対象として列挙さ
れている診療行為等を
受け、治療に専念した

●継続治療後収入サポート特約０１９
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要介護認定を受けられていた場合16 在宅での計画的な医師等の訪問治療を受けられていた場合19

お亡くなりになる前に
●要介護認定を受けていた

要介護１以上
●段階給付型介護保障特約０１６（Ⅰ型）

要介護2以上
●介護サポート年金特約０１７
●保険料払込免除特約０１６
●保険料払込免除特約０１６（外貨建保険用）
●保険料払込免除特約０１７（介護保障型）

不慮の事故により所定の障がい状態になられていた場合18

器質性認知症や軽度認知障がいと診断されていた場合17

お亡くなりになる前に
●片眼を失明した
●手足を切断した
などの障がい状態になって
いた

●傷害特約０１６

●継続治療後収入サポート特約０１９

所定の高度障がい状態になられていた場合20
お亡くなりになる前に
●両眼を失明した
●言語機能を永久に失った
●両腕を切断した
●下半身が完全に麻痺した
などの障がい状態になって
いた

●介護サポート年金特約０１７

お亡くなりになる前に
●日本国内の自宅等で、在
宅患者診療・指導料の算
定対象として列挙されて
いる診療行為等を受け、
治療に専念していた

お亡くなりになる前に
●見当識障がいのある器質
性認知症と診断されて
いた

●特定認知症保障特約０２５

お亡くなりになる前に
●軽度認知障がい
●器質性認知症
と診断されていた

●認知症早期発見・治療支援特約０２５
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